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●株式会社メイフェア

●住井運輸株式会社

●ニッケル.エンド.ライオンス株式会社

●甲陽運輸株式会社

●二和興業株式会社

●株式会社KDS

●商船港運株式会社

●A&D MUSIC

●神菱港運株式会社

●全港湾神戸弁天浜支部

●株式会社アベストコーポレーション

●株式会社住友倉庫　神戸支店

●早駒運輸株式会社

●株式会社ユニオンエージェンシー

●株式会社ラスイート

●中央港運株式会社

●上津港運株式会社

●走水神社

●昌栄運輸株式会社

●株式会社クリアス

●兵庫県信用組合本店営業部

●株式会社アテネエンタープライズ

●株式会社ハイファイブ

●合同会社リリー企画

●株式会社SORA

会 員 一 覧

記憶される港の風景
（その5）

港湾から見た「神戸らしさ」の背景

株式会社クリアス

神戸ポートタワーホテルご紹介
2023年7月にコロナ後に営業を再開し、営業を進めながら【ビュッフェレストラン ザ・ハー
バー】と【トリュフ専門レストラン ハイドアウト】の2店舗をリニューアル OPEN
ザ・ハーバーではランチ・ディナーのお食事共にリーズナブルな価格で蟹の食べ放題をメ
インに各地の名産を取り入れたお料理を提供し、トリュフレストランでは、神戸の夜景をお
楽しみ頂きながらお食事を楽しんで頂けると好評を頂いております。
以前営業しておりました、会議室及びディサービスエリアを撤去しエグゼクティブ客室を
OPEN。専用ラウンジやポートタワーを望めるポートテラス、エグゼクティブフロアのお客様が無料でご利用頂けるジム・岩盤浴サー
ビスもございます、また温泉ではございませんが露天風呂付のお部屋もご準備致しました。
その他、観光ホテルとの立ち位置と共に、大浴場、キッズルーム等の施設や、ハッピアワー・漫画コーナーのサービスもあり滞在型ホ
テルとして、日々 進化しております。お泊りやお食事でもご利用頂きやすいホテルでございますので、ぜひ皆様のお越しをお待ち申し上
げております。

株式会社アベストコーポレーション

株式会社クリアスは、ビルメンテナンス業と建築業を中心に活動しております。
私たちの経営理念は「ビルメンテナンスと建築を通じ、全ての人、建物、地域社会に感謝
と感動を与えます」というものであり、これを実現するために日々 努力を重ねています。
ビルメンテナンスサービスでは、単なる清掃や維持管理にとどまらず、建物の価値を高
め、利用者に快適な環境を提供することを目指しています。
高い技術力と豊富な経験を持つ専門家が、細部にまでこだわり抜いたメンテナンスを行
い、安心して過ごせる空間を創造します。
建築部門では、革新的なデザインと高い施工品質を融合させ、お客様の夢やニーズを形にし、地域に根ざしたプロジェクトを通じて、
地域社会の発展にも寄与することを大切にしています。
お客様とのコミュニケーションを重視し、満足度の高いサービスを提供することで、信頼関係を築いていきます。
また、クリアスでは「感謝」と「感動」を大切にし、社員一人ひとりが誇りを持って働ける職場環境の整備にも力を入れています。
地域貢献活動にも積極的に参加し、地域社会の一員としての責任を果たすことを心がけています。
私たちは、未来の建物と地域社会をより良いものにするために挑み続け、すべての人々に感謝の気持ちを届けるとともに、感動を生
むサービスを提供することで、皆様の期待に応えていきます。
株式会社クリアスは地域社会の皆様の発展と共に、新たな価値を創造していくことを楽しみにしています。
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　阪神淡路大震災から30年を迎えて、多くの行事が行われ
た。東日本大震災や熊本大地震、そして能登半島大地震など、
すべての災害と痛ましい結果に対する鎮魂と対策の継続が、
消してはならない灯として確認された。
　「地震・雷・火事・おやじ」という今では死語になった言葉があ
るが、大船渡の森林火災や海外の大火災は30年前の記憶を
呼び覚ましたりもした。当時私は神戸駅の浜側東川崎町に住ん
でいたが、長田区方面から刻 と々迫る火災の広がりは地震とは
別の恐怖であった。「おやじ」は別として逆らえないもの、対策
はしえても個人の力では対応できないものがあることを知ったも
のは多いのではないだろうか。全てではないが、地震と火事は
連動することが多い。長田で二重の被災にあった同僚はスノウ
ボードは持ち出したが、私が貸したアーチ―・シエップの名盤

『マジック・オブ・ジュジュ」は業火の中に置き去りにした。当然で
ある。極限状態の中では当人にとって大事なものと、命以外は
二次的でもいいのである。
　作家司馬遼太郎は、震災から1年後の１９９６年2月12日に７２
歳でこの世を去った。司馬は「ハイカラで自由な神戸―やさしい
心根の上に立った美しい神戸が、世界に一つだけの神戸が、
きっとこの灰燼の中からうまれてくる」という希望を確かめるこ
とは出来なかった。
　ボランティア元年といわれる30年前の神戸には学生だけで
なく、職場をやめた労働者など何百万という人々が集まってき
た。不純な動機の者もいたとして、圧倒的多数は共生への打算
なき発露であった。人生を長く生きていると狡猾な打算や裏切
りを見聞きして、“絶望の虚妄なること、希望に等しい”という境
地にはなかなか至れないものだが、ボランティアの素直さや誠

実さ、献身性などは当時も今も変わらない。そして、その原型を
神戸が作ったことは司馬氏が指摘していた「神戸らしさ」の土
壌があったからだと誰かが言えば、司馬氏はどんな顔をするだ
ろうか。

　「ハイカラで自由な神戸」「やさしい心根の上に立った美しい
神戸」は何処かに、確かにあるはずなのである。だがそれが何
処にあるかと云えば、明るくリニューアルされたメリケンパーク
と、答える神戸人は少ないだろう。メリケンパークは神戸人以外
の観光客のためのものであり、光の世界なのである。
　光があれば影もある。街中にはまだ陰影がある、魅力的な場
所が残されているが、陰影というのは生活であり歴史を反映し
たものである。観光船乗り場からメリケンパーク・オリエンタルホ
テルに向かう、岸壁沿いから見る川重のクレーンは陰である。そ
して、ポートタワーホテルからコーナンに向かう、波止場町通り
近辺の店社・機関も光にとっては不可欠の陰である。前にも書
いたが、メリケンパークも「波止場町通」も波止場町であり、日
本で唯一の地名である。メリケンパークはひたすら一般化する
ことで、「世界にただ一つの神戸」たり得てはいないが、「波止
場町通」は労働力供給基地であった過去と複数のホテル・複
数のライブハウス、港湾労働者専用住宅などが現在に混在す
る、特異な「世界にただ一つの神戸」でもある。

 95年の震災前と後ではやはり港湾を取り巻く環境は大きく変
化してしまったと言える。仕事量が大幅に減少し、日給月給の雇
用条件では生活ができず港湾をやめて需要が激増した建設関
係や他の職種への転職があいついだ。2割を超える労働者の
減少は現在も回復していない。「ハイカラで、自由で、やさしい
美しさ」を生み出す町の基盤であり背景であった港湾も、余裕
を失ってしまったのである。50年代末の石炭から石油へのエネ
ルギー転換、国鉄の分割・民営化東京オリンピック、大阪万博
などの国家プロジェクトの中で大量に放出される労働力を港湾
は吸収する力があった。社会の安定と発展に大きく寄与してい
たともいえる。　「日雇労働者も港湾の文化である」と言い切っ
た経営者の発言を覚えているが、１９６６年の港湾労働法施行
までは常用労働者3割―日雇労働者7割の世界だったのであ
る。企業に束縛される事を嫌い日雇なのだが、常用労働者以上
に仕事のできる者は多かったのである。私のいた組合とは違う
が、自由労働組合というものもあり、自由という気風は港湾では
さして珍しものではなかったのである。ただし、「ハイカラとやさ
しい美しさ」は別物で、おしゃれに気を使い潔さを生きようする
者はいたが、にじみ出る洗練さを感じさせる者は現業労働者で
ほとんど見かけたことは無いのである。働くことで日々 の生活を

維持できた時代。維持しようとした時代。刹那ではなく、1日をど
う生きたかを検証する。危険な労働の中で死を思う（メメントモ
リ）。だから、今日を十分に生きよう（カルベ・デイエム〉と。「街に
も家にも テレビにも机の上にもポケットの中にもニセモノの生死
がいっぱいだ」（藤原新也 『メメントモリ』序文より）。日雇的気

風が「神戸らしさ」に与えた影響は少ないであろう。しかし港湾
文化の影響は軽視出来ないとも思う。外国人によって作られた
と云う神戸。その外国人は海から、港にやってきたのである。

（磯田　和男）

記憶される港の風景（その5）

１，大震災から30年がすぎて

3、港湾から見た「神戸らしさ」の背景

会員紹介会員紹介

住友倉庫は1899年（明治32年）の創業以来、「信用を重んじ」「確実を旨とし」
「浮利にはしらず」という住友の事業精神のもと事業を展開してまいりました。
長年にわたり培った信用と実績をもとに質の高い物流・不動産、システム開発等
のサービスを提供することにより広く社会に貢献しています。
物流の結節点である倉庫と港湾を主軸に更に信頼性の高い物流サービスを提
供するべく、国内物流拠点の充実と機能強化、そして世界各地の物流拠点を拡
充して、国内および世界で培った物流ノウハウを組み合わせて、強力な国際物流
ネットワークを構築しています。
当社は国際海上輸送を支える港湾運送のフロントランナーとして、港湾におけるあらゆる物流業務を一貫してお引き受けします。
波止場町に事務所をおく神戸支店海上業務課では、在来船の船内荷役業務を中心に、船舶代理店業務やコンテナ荷捌業務を行っ
ています。
一般貨物をはじめ、プラント貨物や舶用主機などの大型・重量物、車輌や建機、鋼材や特殊貨物など、あらゆる形状の貨物にも、長
年蓄積した技術により対応しています。
多種多様な貨物の取扱い経験を活かし、フォアマン業務のノウハウを継承しながら、神戸港在来船荷役の伝統を受け継ぐべく日々 邁
進しています。

株式会社住友倉庫

3月17日（月）夜、中華料理味香園にて、月例交流会を会員18
名が参加して、開催しました。
当日、冒頭の講演では、波止場町の現在・過去・未来を語る、と
題して、磯田理事、宮内理事、永田副会長による鼎談形式に
て、波止場町を振り返り、「記憶される港の風景」から、見えるも
の、として、神戸が、波止場町が、何を失い、何を残し、どこに向
かうのか、そして、これからの波止場町通まちづくり協議会につ
いて、各人それぞれの経験からの想いを語られ、大変有意義な
話であった。
その中から問われているのは、日本で唯一の町名を持つ波止
場町から見える、ハイカラで、自由で、先進的で、ディープで、猥
雑な、そして、美しい神戸と、その内にある「神戸らしさ」、「神戸
のやさしさ」、なのかも知れない。

令和6年度 第2回月例交流会 開催
2、「世界にただ一つの神戸」と波止場町
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物流の結節点である倉庫と港湾を主軸に更に信頼性の高い物流サービスを提
供するべく、国内物流拠点の充実と機能強化、そして世界各地の物流拠点を拡
充して、国内および世界で培った物流ノウハウを組み合わせて、強力な国際物流
ネットワークを構築しています。
当社は国際海上輸送を支える港湾運送のフロントランナーとして、港湾におけるあらゆる物流業務を一貫してお引き受けします。
波止場町に事務所をおく神戸支店海上業務課では、在来船の船内荷役業務を中心に、船舶代理店業務やコンテナ荷捌業務を行っ
ています。
一般貨物をはじめ、プラント貨物や舶用主機などの大型・重量物、車輌や建機、鋼材や特殊貨物など、あらゆる形状の貨物にも、長
年蓄積した技術により対応しています。
多種多様な貨物の取扱い経験を活かし、フォアマン業務のノウハウを継承しながら、神戸港在来船荷役の伝統を受け継ぐべく日々 邁
進しています。

株式会社住友倉庫

3月17日（月）夜、中華料理味香園にて、月例交流会を会員18
名が参加して、開催しました。
当日、冒頭の講演では、波止場町の現在・過去・未来を語る、と
題して、磯田理事、宮内理事、永田副会長による鼎談形式に
て、波止場町を振り返り、「記憶される港の風景」から、見えるも
の、として、神戸が、波止場町が、何を失い、何を残し、どこに向
かうのか、そして、これからの波止場町通まちづくり協議会につ
いて、各人それぞれの経験からの想いを語られ、大変有意義な
話であった。
その中から問われているのは、日本で唯一の町名を持つ波止
場町から見える、ハイカラで、自由で、先進的で、ディープで、猥
雑な、そして、美しい神戸と、その内にある「神戸らしさ」、「神戸
のやさしさ」、なのかも知れない。

令和6年度 第2回月例交流会 開催
2、「世界にただ一つの神戸」と波止場町
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（順不同）

●株式会社メイフェア

●住井運輸株式会社

●ニッケル.エンド.ライオンス株式会社

●甲陽運輸株式会社

●二和興業株式会社

●株式会社KDS

●商船港運株式会社

●A&D MUSIC

●神菱港運株式会社

●全港湾神戸弁天浜支部

●株式会社アベストコーポレーション

●株式会社住友倉庫　神戸支店

●早駒運輸株式会社

●株式会社ユニオンエージェンシー

●株式会社ラスイート

●中央港運株式会社

●上津港運株式会社

●走水神社

●昌栄運輸株式会社

●株式会社クリアス

●兵庫県信用組合本店営業部

●株式会社アテネエンタープライズ

●株式会社ハイファイブ

●合同会社リリー企画

●株式会社SORA

会 員 一 覧

記憶される港の風景
（その5）

港湾から見た「神戸らしさ」の背景

株式会社クリアス

神戸ポートタワーホテルご紹介
2023年7月にコロナ後に営業を再開し、営業を進めながら【ビュッフェレストラン ザ・ハー
バー】と【トリュフ専門レストラン ハイドアウト】の2店舗をリニューアル OPEN
ザ・ハーバーではランチ・ディナーのお食事共にリーズナブルな価格で蟹の食べ放題をメ
インに各地の名産を取り入れたお料理を提供し、トリュフレストランでは、神戸の夜景をお
楽しみ頂きながらお食事を楽しんで頂けると好評を頂いております。
以前営業しておりました、会議室及びディサービスエリアを撤去しエグゼクティブ客室を
OPEN。専用ラウンジやポートタワーを望めるポートテラス、エグゼクティブフロアのお客様が無料でご利用頂けるジム・岩盤浴サー
ビスもございます、また温泉ではございませんが露天風呂付のお部屋もご準備致しました。
その他、観光ホテルとの立ち位置と共に、大浴場、キッズルーム等の施設や、ハッピアワー・漫画コーナーのサービスもあり滞在型ホ
テルとして、日々 進化しております。お泊りやお食事でもご利用頂きやすいホテルでございますので、ぜひ皆様のお越しをお待ち申し上
げております。

株式会社アベストコーポレーション

株式会社クリアスは、ビルメンテナンス業と建築業を中心に活動しております。
私たちの経営理念は「ビルメンテナンスと建築を通じ、全ての人、建物、地域社会に感謝
と感動を与えます」というものであり、これを実現するために日々 努力を重ねています。
ビルメンテナンスサービスでは、単なる清掃や維持管理にとどまらず、建物の価値を高
め、利用者に快適な環境を提供することを目指しています。
高い技術力と豊富な経験を持つ専門家が、細部にまでこだわり抜いたメンテナンスを行
い、安心して過ごせる空間を創造します。
建築部門では、革新的なデザインと高い施工品質を融合させ、お客様の夢やニーズを形にし、地域に根ざしたプロジェクトを通じて、
地域社会の発展にも寄与することを大切にしています。
お客様とのコミュニケーションを重視し、満足度の高いサービスを提供することで、信頼関係を築いていきます。
また、クリアスでは「感謝」と「感動」を大切にし、社員一人ひとりが誇りを持って働ける職場環境の整備にも力を入れています。
地域貢献活動にも積極的に参加し、地域社会の一員としての責任を果たすことを心がけています。
私たちは、未来の建物と地域社会をより良いものにするために挑み続け、すべての人々に感謝の気持ちを届けるとともに、感動を生
むサービスを提供することで、皆様の期待に応えていきます。
株式会社クリアスは地域社会の皆様の発展と共に、新たな価値を創造していくことを楽しみにしています。


